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Abstract: This paper attempts to clarify the relationship between "Taiwanese," 
"Chinese" and "Han people" as concepts of integration through history textbooks of 
senior secondary schools in Taiwan, and also in China. Textbooks are official knowledge 
and suggests parts of what kind of integration the governments consider. The following 
three points have clarified in this research. First, the commonly used Han nationality 
(Hanzu) refers to the Han people (Hanren) of Mainland China, while the Han people 
of Taiwan are referred to as Han people in Taiwanese textbooks. In this case, the Han 
people in Taiwan were emphasized as being much newer than the indigenous people, 
having migrated 400 years ago. Secondly, Chinese textbooks are trying to measure 
integration by diluting the Han majority. This is in contrast to the many Chinese 
documents and academic papers. Third, in Taiwan, rather than Han people as used in 
history textbooks, Hakka people, Minnan people, and Mainland people are used as 
subordinate concepts of Han people in general. The reason why these terms do not 
appear in the history textbooks is the history of the Han people is only 400 years old 
at most, and that of the Mainland people is only a several decades. 
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はじめに 
 
近年グローバル化が進展し，国境を越える人々

の移動が盛んになるとともに，世界各国は「多文

化共生」を社会の目標として掲げるようになって

きている（JICA，2007）。それは学校教育や経済

活動において異なる文化を有する人々との接触が

日に日に顕在化してきており，彼らとどう関係を

構築していくかは重要課題として認識されてきて

いるからである。そのことはまた，「多文化」の中

で異なる背景を持つ人々を同化させることなく国

民としてあるいは市民としていかに共生していく

かは，社会の安定や発展にとって共通の課題であ

るといえる。 
ところで，台湾では社会の安定のために，統合

という課題に長年向き合い続けてきた。周知の通

り，台湾は第二次世界大戦後，国共内戦に敗れた 

中国国民党によって統治が開始され，中華人民

共和国との対立関係もあり，中華民国人（＝中国

人）としての意識の涵養を教育政策の重点として

きた（Liu，2004）。つまり「中国人」の育成によ

って社会の統合を図った。 
いっぽう，1990 年代前後以降は，民主化の高ま

りとともに台湾ナショナリズムも台頭し，「中国人」

ではなく，「台湾人」の形成を目指す教育の必要性

が強調され，そのためのさまざまな施策がなされ

てきた（山﨑, 2009）。その顕著なものは 2000 年

代に登場した「認識台湾」という教科であり，こ

れは従来の「社会科」から独立し，そこに「地理

編」「歴史編」「公民編」が具体的な科目として設

定された。ただし，以後，過度なナショナリズム

の牽制が台頭し，現在ではその新教科は廃止され

ている。ただしその内容は，従来からある「社会

科」のなかの「地理」「歴史」「公民」のなかに一
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領域として定着しており，必ずしも台湾ナショナ

リズムが後退したと言うことはできない（林，

2009）。 
こうした動きを簡略化すれば，台湾社会の統合

において目指されてきたのは中国人から台湾人の

育成への移行と言えるが，周知のとおり中華民国

は現在国際社会では承認されておらず，実際，新

聞や論文で「台湾人」という語を使用する一方で，

「中国人」や「国民」も用いられ安定していない。

いずれにせよ，国際社会で不安定な立場にある台

湾にとって，グローバル化とともに社会の統合の

在り方が議論ざれ続けてきたことは確かである。 
ところでこの統合のための「台湾人」を考える

場合，その構成要素，下部概念に注目することが

重要である。特に民族でみた場合に，台湾に居住

する少数民族（以下原語のまま「原住民族」とす

る。現在 16 民族が認定されている。）をどう包摂

するかという課題が登場してくる。その場合，対

称となるのがマジョリティとしての「漢族」であ

り，人口でみた場合，台湾においても圧倒的多数

を占めている。こうした状況において，「台湾人」

を構成する下位概念として両者をどのように関連

付けるのかが重要であろう。そして，少数民族と

漢族の関係を考察する場合，中華人民共和国のそ

れも視野に入れる必要があるであろう。少数民族

を重視してきたと自ら公言する中国において（陳・

閆, 2021），マジョリティたる「漢族」を「中国人」

の下位概念としてどう位置付けているかも検討す

ることで，台湾の特異性が浮かび上がってくるで

あろう。 
以上のような問題関心を背景に，本論では，高

級中学（日本の高校段階に相当）で使用されてい

る歴史教科書を材料として，また中国の教科書と

も比較することで，統合概念としての「台湾人」

や「中国人」と「漢族」との関係の解明に迫って

いくことにしたい。言うまでもなく教科書は検定

を経た「公的知識」であり，政府がどのような統

合を考えているかの一端を明らかにできると考え

られる。 
以下では，まず教科書の分析の前提となる「漢

族」の歴史について概観し，次に研究対象の設定

と分析方法を述べる。続く教科書分析では，第一

に台湾の教科書において，「漢族（人）」と他の関

連語がどのような関係にあるのかを分析する。第

二に歴史教科書を台湾史とアジアに分けてそれぞ

れ「漢族」がどのように位置づけられているかを

分析する。第三に，中国の歴史教科書を加えて，

両者での「漢族」の位置づけを比較することにす

る。そして最後に全体のまとめの考察を行う。 
 

１ 台湾における漢族の歴史 

 
現在，台湾のエスニック的境界線として最も使

用されているのは「四大族群」であろう。この区

分は，民主化・自由化が進んだ 2000 年前後から

多用されるようになった（葉，2003）。「四大族群」

は「閩南人」「客家人」「外省人」「原住民族」とい

う 4 つのエスニック・グループで構成されており，

台湾に住む多くの人々はこの区分のいずれかに属

していると考えられる（ただし 2000 年代後半か

ら，主に東南アジアからの移住者が増えており，

彼らは台湾で「新住民」と呼ばれ，新たなエスニ

ック・グループとして認識されてきている）。 
 しかし，この「四大族群」の区切りは，よく見

れば少なからず違和感を覚えるものとなっている。

山﨑（2009）は，「例えば，『四大族群』では，同

じ漢民族である閩南･客家･外省人がそれぞれ別カ

テゴリーとされる一方，異なる母語と文化を持つ

複数の先住民族は原住民のカテゴリーに一括され

て」おり，これにはある種の政治的意図が見え隠

れしていると指摘している。このように，「四大族

群」は漢族と原住民族という区切りから，さらに

漢族を細分化させたものであるといえる。 
 次に，漢族にルーツをもつ「閩南人」「客家人」

「外省人」について，台湾島にやってきた時期や

特徴について概観していきたい。まず，「閩南人」

は福建省南部から台湾島に移住してきた人々を指

す。鄭成功時代，つまり 17 世紀半ば頃に大量に移

住したとされ，現在では最大の族群となっており

人口の約 70%を構成しているとされる（劉，2007）。
次に，「客家人」とは中国広東省や福建省，江西省

などから，明代後期頃に大量に移り住んだ人々で

ある。「閩南人」「客家人」ともにエスニック･グル

ープとしては漢族に属するが，「閩南人」は「閩南

語」（「福佬話」とも呼ばれる）を，「客家人」は「客

家語」を話すというように，両者には言語的な差

異がある。しかし，戦後から 1980 年代まで両者

の差異が強調されることはなかった。それは 1980
年代に民主化･自由化運動を率いた「党外人士」が

掲げた「台湾意識」について，「閩南人」と「客家

人」で意見の相違があったためである。「新世代の

党外運動家は「台湾民族の言語」を規定する際，

その大多数が使用している「福佬語」を，反体制

運動における実践的な使用を通じて，「台湾語」と
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して定義した」（王，2014）とされるが，客家活動

家からすれば，閩南人の言語文化に迎合すること

で客家人の地位と名誉は回復することなく，抑圧

への危機感から，閩南文化に対抗した客家文化復

興運動が展開され，現在では客家人も閩南人と並

ぶ「四大族群」とみなされている。 
 そして最後に，「外省人」については，第二次世

界大戦終結後，中国国民党とともに 100 万人以上

の人々が大陸から台湾に移動したが，彼らの出身

は様々である。そして彼らは，1980 年代まで政治

面では圧倒的に多数派であり，社会的な危機感を

覚えることもなかったため，同胞意識はあまり芽

生えなかった。しかし，2000 年に陳水扁政権が発

足し，台湾が本格的な「本土化」へ向かうととも

に，社会的に少数派となることに危機感を覚えた

外省人のなかで「我々」意識が芽生え，「族群」の

一つであると認識するようになった。ただし，外

省人たちの危機感だけが「外省人」意識を高めた

のではなく，「四〇年以上にわたる台湾での生活と

いう歴史的体験の共有も，彼らに共通の「族群」

意識を抱かせる要因となった」（沼崎，2014）とさ

れる。 
 以上のように，「四大族群」のうち特に「閩南人」

と「客家人」については，移住してきた時期こそ

異なるものの漢族をルーツにもつという共通点が

あり，同一視されていた時期も存在する。その彼

らに「族群」としての意識が芽生えたのは，1980
年代であり，この「四大族群」という概念は人為

的に作成されたと言わざるを得ないだろう。ここ

から言えるのは，エスニックな境界線は，その捉

え方次第でいかようにも引き直せるということで

ある。以下では，このような視点も踏まえながら，

台湾の歴史教科書について分析を進める。 
 

２ 研究方法 
(1)分析対象 
 本研究では高級中学段階の歴史教科書を対象と

して分析を行った。歴史科を選択した理由として

は，この科目が生徒の「国民」意識の形成に強く

影響を与えていると考えられるからである。アン

トニー･D･スミス(1998)は，「①歴史上の領域，故

国，②共通の神話と歴史的記憶，③共通の大衆的･

公的な文化，④全構成員にとっての共通の法的権

利と義務，⑤構成員にとっての領域的な移動可能

性のある共通の経済」をナショナル・アイデンテ

ィティの基本的特徴として示した。このなかで，

特に①②③については，学校教育で，さらに言え

ば歴史教育で特定の情報や価値観が共有され共通

化していると言えるだろう。 
そして，その内容は言うまでもなく政府によっ

て定められたものである。現在，台湾は「一綱多

本」と呼ばれる教科書検定制度を採用している。

つまり，細部には出版社ごとの特徴が見られると

しても，検定を通過しているという点でいえば，

どの教科書を使用しても台湾政府によって認可さ

れた公的知識が生徒たちに伝達される。以上を踏

まえれば，国民統合という文脈のなかで台湾政府

が「漢族」をどのように位置づけているかを明ら

かにするために，歴史教科書を分析することは有

効であるといえるだろう。また，台湾では 99％以

上の生徒が高級中学を修了すること，そして教科

書内容の深度という観点を踏まえ，今回は高級中

学段階を分析対象とした。 
教科書は，現時点で最新である 2018 年の「課

程綱要」（日本の学習指導要領に相当）に基づいて

編纂されたものであり，台湾内でシェア率の高い

三民出版（『高級中学・歴史』）と龍騰文化出版（『歴

史』）のものを分析した。加えて，台湾の歴史科は

台湾史･アジア史･世界史と 3 つに区分されている

が，今回は「漢族」と関連が強いと推測される台

湾史･アジア史に限定して分析をおこなった。分析

の後半では，比較対象として中国の歴史教科書も

使用したが，こちらは 2017 年に公布された「課

程方案」に基づいて編纂された人民教育出版と人

民出版のものを用いた。また，中国･台湾ともに歴

史科は必修課程と選修課程とで構成されるが，本

研究ではほぼ全ての生徒が履修しているとされる

必修課程のみを分析範囲として設定した。  
 
(2)分析方法 

本研究は，教科書の中で「漢族」がいかに記述

され，どのように位置づけられているかを明らか

にすることを目的としている。そのため，まず計

量的分析手法を用いて，「漢族」またはこれに類す

る語がどのような語と関連を持っているかを探索

する。ここではテキスト型（文章型）データを統

計的に分析するためのフリーソフトである“KH 
Coder”を使用した。このソフトは特定の語の出現

回数のカウントや，それと関連性の強い語の抽出

が可能であり，教科書を客観的に概観するのに有

効である。その後，関連語の特徴を踏まえながら，

「漢族」に関する実際の記述を文脈に沿って検討

する。 
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３ 分析結果 

(1)歴史教科書における「漢族」と「漢人」 
 教科書全体の特徴を捉えるために，はじめに共

起ネットワーク分析を行った。共起ネットワーク

とは，「出現パターンの似通った語，すなわち共起

の程度が強い語を線で結んだネットワーク」を指

す（樋口，2020）。今回は，「漢族」というエスニ

ック・グループについて着目するため，前処理と

して「漢族」に類する語を KH Coder の語彙検索

機能及び筆者らの目視によって抽出した結果，「漢

族」以外に「漢人」という語が教科書内で使用さ

れていることがわかった。そのため，以下では「漢

族」及び「漢人」に着目して分析を行った。 
 

 図 1 は，「漢族」「漢人」という語についての共

起ネットワークを図示したものである。図中の円

は語句を示しており，この円の大きさは文中，今

回でいえば歴史教科書のなかでの出現頻度を表し

ている。ネットワークという言葉の通り，これら

の円（語句）は線で繋がっており，この線は

Jaccard 係数に基づき引かれている。Jaccard 係

数とは，簡単に言えば語と語の頻出の度合いの強

さを数値化したものであり，これは「語 A と語 B
が同時に使用された数／語 A と語 B のどちらか

一方でも出現した数」によって算出される（松尾

ら，2005）。共起ネットワークでは，Jaccard 係数

に基づいて語と語の間に線が引かれているか否か

が重要であり，図中の語の位置や線の長さは意味

を持たない。 
さて，「漢族」または「漢人」と出現パターンが

似通った語 77 語の間で 1514 の共起関係がみら

れたが，そのうち Jaccard 係数が大きい順に 60
の共起関係を線として描画したネットワークの一

部が図 1である｡Jaccard係数の最小値は 0.294で

あった。この図をみて最初に分かるのは，「漢族」

と「漢人」との間に線が引かれていないことであ

る。これは，「漢族」と「漢人」の共起関係が極め

て弱い（または関係がない）ことを示している。

つまり，「漢族」と「漢人」は，歴史教科書の中で

はそれぞれ異なる文脈で使用されているといえる。

では「漢族」と「漢人」はそれぞれどのような文

脈で使用されているのか，共起関係にある語をみ

ていきたい。 
まず，「漢族」に着目すると「民族」という語と

線で繋がっている。「民族」はさらに「契丹」とつ

ながっており，これは大陸中国の歴史の文脈によ

るものであると考えられる。また，「民族」という

語は日本と同様，台湾でも「エスニシティ」とい

う意味を有する語である。ただし，中国語圏，特

に大陸中国では「民族」は“nation”と訳され，

時に「国民」を想起させる語である。その一方で

中国語圏では「民族」に非常によく似た言葉とし

て「族群」が存在する。これは，台湾でも「四大

族群」としても使用され，しばしば「エスニック・

グループ」と訳出される。この 2 つの語について，

馬（2004）は「一定の文化的遺産や歴史を持つ集

団である「族群」と，一定の領土に結びついた政

治的存在である「民族」には重要な違いがある」

と主張しているように，ややもすれば混合しやす

い両者だが，実はそれが意味するものには明確な

違いがあると認識されている。これらを踏まえる

と，漢族が「族群」ではなく「民族」と共起関係

で結ばれているという結果は，台湾政府が「漢族」

をどう位置付けているかを知る手掛かりになると

いえる。 
 次に，「漢人」についてみると，「移民」と，そ

して「人」「台湾（臺灣）」「原住民」「来台（臺）」

「拓墾」といった語が連なっている。これらの語

からも「漢人」は台湾と強いつながりを持つ語で

あるといえる。また，「漢人」が「移民」と直接線

で結ばれていることからもわかるように，「漢人」

は台湾島の外からやってきた人々と位置付けられ

ていることがわかる。ここからわかるのは，漢族

（「漢人」）がやってくる以前，つまり原住民族の

みが居住していた時代を台湾における「歴史」の

出発地点として設定しているということである。

実際，今回分析に使用した「台湾史」教科書では，

どちらも第 1 節で原住民族の歴史や文化を描いて

おり，三民出版に至っては「台湾の最初の住人（臺

灣最早的住民）」と題していた。 
 以上のように，「漢族」または「漢人」について

共起ネットワーク分析を行ったが，ここからいえ

図 1 「漢族」及び「漢人」の共起ネットワー

ク（一部） 
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るのは，歴史教科書は「漢族」と「漢人」とを明

らかに使い分けており，「漢族」は大陸中国の文脈

で，「漢人」は台湾島内の文脈で使用されていると

仮説を立てることができそうである。 
 
(2)中国の「漢族」，台湾の「漢人」 
 上記の仮説を踏まえ，以下では「漢族」と「漢

人」とを区別して分析を行う。前述したように，

台湾の歴史科は，「台湾史」「アジア史」「世界史」

と区分されているため，「台湾史」「アジア史」に

分けて再度，共起ネットワーク分析を行った。 
 まず，「台湾史」の教科書を対象に，「漢族」と

「漢人」に着目して共起ネットワーク図は作成し

た。その結果，「漢族」に関するネットワークを形

成することができなかった。それは「台湾史」教

科書 2 冊のなかで「漢族」という語がたった 1 度

しか登場していないためである。共起ネットワー

クは複数の文から語の特徴を探るため，1 度しか

登場していない語ではネットワークを形成するこ

とはできない。なお，その 1 回は龍騰文化出版教

科書の「ただし『蕃』という呼称には，漢族中心

の思想や文化差別的な意味合いが強く含まれてい

る（但「番」的称呼，帯有濃厚的漢族中心本位思

想与文化歧視的意味。）」（下線は筆者）という文中

で使用されており，これは清朝統治期の原住民族

の呼称についての記述である。 

 「台湾史」における「漢人」に関する共起ネッ

トワークは，図 2 のようになった。「漢人」との関

連語 76 語の間で 1793 の共起関係がみられたが，

こちらも図 1 同様 Jaccard 係数が大きい順に 60
の共起関係を線として描画したものの一部である｡

こちらの Jaccard 係数最小値は 0.231 であった。

図 2 で析出されている語の多くは図 1 でも登場し

ているものであった。ここからも，台湾の歴史的

文脈のなかでは「漢人」という語が意図的に使用

されていることがわかる。また，「漢人」と「原住

民」が線で結ばれている。教科書本文をみても，

「漢人」と「原住民」との関係が頻繁に記述され

ており，例えば以下のようなものがある（下線は

筆者）。 
「清朝統治期以来，〔平埔族は〕長期に渡って漢人

文化の影響を受け，彼らと漢人との差異は次第に

不鮮明となっていったため，過去にはしばしば漢

人と見なされていた。（清治以来又長期受漢人文化

影響，使其与漢人的差異漸不明顕，過去還常被視

為漢人。）」（三民出版，〔〕内は筆者） 
 
「また，漢人は原住民の土地を耕すことも禁止さ

れていたが，漢人の人口増加に伴い，台湾原住民

の生活空間は衝撃を受け，オランダ統治時代より

も深刻な生存危機に直面することになった。（另

外，也禁止漢人侵墾原住民土地，但随漢人数日増，

臺湾原住民的生活空間遭受衝撃，面臨比荷治時期

更厳重的生存危機。）」（龍騰文化出版） 

上記の記述からもわかるように，教科書中に登場

する「漢人」は，しばしば原住民族を圧迫する存

在として描かれていることがわかる。このような

記述は，原住民にたいする配慮であり，漢族（「漢

人」）中心主義に陥るのを阻止していると考えられ

る。「台湾史」における「漢人」という統合概念は，

台湾の圧倒的多数の歴史記憶を形成するとともに，

大漢族主義に陥るのを阻止する役割を担っている

といえる。 

 次に，「アジア史」における「漢族」または「漢

図２ 「漢人」（台湾史）の共起ネットワーク

（一部） 

図 3 「漢人」（アジア史）の共起ネットワーク（一

部） 
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人」の記述をみていきたい。先程と同様，「アジア

史」において「漢族」「漢人」それぞれの共起ネッ

トワークの形成を試みた。その結果，先程とは反

対に，「漢人」で共起ネットワークを形成すること

はできなかったが，「漢族」ではネットワークを形

成できた。今回は，「アジア史」において「漢人」

が他の語と共起の度合いが低かったことが原因と

考えられる。言い換えれば，「漢人」が使用される

文脈の特徴を見つけることができなかったのであ

る。 
 一方で，「アジア史」における「漢族」について

の共起ネットワークは図 3 のとおりである。そこ

からわかるように，「漢族」と線で繋がっている語

は「モンゴル（蒙古）」や「中原」（黄河中下流域

にある平原であり漢族発祥の地とされる）といっ

たものであり，大陸中国に関する歴史の文脈で使

用されていることが推測できる。具体的な使用例

は以下のとおりである。 
「唐代以降，タングート族は漢族と雑居したこと

により，生活や文化面で次第に漢族からの影響を

受けた（唐代以来，党項族即与漢族混居，生活与

文化逐漸受到漢族影響。）」（龍騰文化出版） 
このように，「漢族」は他民族へ生活･文化面で

影響を与えているとされる一方で，「アジア史」に

おいて「漢族」が使用されていたのは 11 箇所と，

出現回数自体は少ない。 
 以上より，「漢族」と「漢人」は歴史教科書の中

で明確に使い分けがなされており，「漢人」は台湾

の文脈で，「漢族」は大陸中国の文脈で使用されて

いることが明らかとなった。ただし，「漢族」自体

は出現回数も少なく，歴史教科書に限って言えば，

統合機能が付与されている可能性は大きくないと

いえる。 
 
(3)中国の教科書との比較 
 最後に，マジョリティたる「漢族」の扱いにつ

いて，大陸中国の歴史教科書とも比較しながら検

討していきたい。 
 図 4 は，中国と台湾の歴史教科書における様々

な語の出現割合を視覚化したものである。正方形

の大きさは教科書中に出現した割合を示しており，

その割合の目安は右端の“Percent”を参考された

い。今回は，統合概念として「漢人」「漢族」のみ

ならず，大陸中国における統合概念と推測できる

「中華民族」「中国人民」，台湾社会で様々に使用

されている「閩南人（福佬人）」「客家人」「外省人」

「本省人（外省人が渡台する以前から台湾に居住

していた漢人を指す語）」「原住民（族）」そして「台

湾人」について分析を行った。 
 図 4 からは，以下の 2 点の特徴を指摘できる。

まず，大陸中国の歴史教科書では，「漢人」はおろ

か「漢族」もほぼ使用されていないという点は非

常に興味深い。先に見たように「漢人」は台湾に

特徴的な語であったため大陸中国では使用されて

いないことが考えられる。しかし，「漢族」は大陸

中国でも人口的に圧倒的多数であり，中国の歴史

の大部分は「漢族」の歴史とも言えるにもかかわ

らず（史継忠，1993），「漢族」という語は今回分

析した教科書の中で 1 回しか使用されていなかっ

た。今回分析に使用したのは 2 出版社の教科書で

あり，1 つの出版社では「漢族」という語が 1 度

も登場しなかったということである。つまり，「漢

族」という語は大陸中国における公的知識の中に

は位置づけられておらず，それ故に，歴史教科書

の中では統合機能も持ち合わせていないといえる。 
 そして中国では，「漢族」を使用しないかわりに，

「中華民族」または「中国人民」という語が一定

数使用されていた。それぞれの具体的な使用例は

以下の通りである（下線は筆者）。 
＜中華民族＞ 
「秦は平定した六国を基礎にして周辺地域を政治

的に支配し，統一帝国の規模を拡大しただけでな

く，中華民族の多元一体構造形成にも貢献した。

（秦朝在平定六国的基礎上，対周辺地区施行政治

控制，不僅拡大了統一帝国的規模，而且推働了中

華民族多元一体格局的形成。）」 
「中華民族は一致団結し，外敵から身を守り，ア

ヘン戦争以来の屈辱を晴らし，民族の尊厳を守り，

図 4 中国・台湾の歴史教科書における諸概念

の出現割合 
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国内の民主革命の勝利のために強固な基礎を築い

た。（中華民族団結一致，共御外敵，洗雪了鴉片戦

争以来的民族恥辱，捍衛了民族尊厳，併為民主革

命在全国的勝利奠定了堅実的基礎。）」 
＜中国人民＞ 
「抗日戦争は，中国の近代史において，国家主権

を守るための最大の闘争であり，帝国主義の侵略

に対する中国人民の最初の完全な勝利であった。

（抗日戦争是中国近代史上最偉大的維護国家主権

的斗争，中国人民反対帝国主義侵略第一次取得了

完全勝利。）」  
「社会主義の基本体制が確立されたことで，中国

人民は社会主義への道を探索し始めた。（随着社会

主義基本制度的確立，中国人民開始了建設社会主

義道路的初歩探索。）」 
「中華民族」と「中国人民」の使用法の違いとし

ては，「中国人民」が近現代の文脈で使用されてい

るのに対して，「中華民族」は古代から現代までの

あらゆる文脈の中で使用されている。このように，

中国では特定のエスニシティに偏ったり，「漢族」

と少数民族との間での軋轢を避けるために，「中華

民族」や「中国人民」のように包括的な概念が用

いられていると考えられる。 
 2 点目の特徴は，台湾の歴史教科書では「四大

族群」に関する語はほぼ使用されておらず，「原住

民（族）」または「漢人」が統合概念として用いら

れている点である。台湾社会では「四大族群」と

いう語が一般的に使用されているにも関わらず，

図 4 をみてもわかる通り，これらに関する語は教

科書内でほとんど使用されていなかった。そのか

わり，「原住民（族）」と「漢人」という語の出現

割合は相対的に高くなっていた。ここから，台湾

の歴史教科書におけるエスニック的境界線は「四

大族群」に沿って引かれているというよりも，「漢

族」と「原住民（族）」との間に引かれているとい

える。また，両者を包括する概念として「台湾人 
」という語も一定数教科書内で使用されているこ

とがわかった。 
最後に，「四大族群」という概念がほとんど使用

されていなかったことついて，「国民」形成におけ

る「歴史」の意義を踏まえながら考察していきた

い。ベネディクト･アンダーソン（1987）が「共同

体は，その真偽によってではなく，それが想像さ

れるスタイルによって区別される」（18 頁）と指

摘したように，「国民」形成の際には共通の歴史を

如何に想像するかが重要である。台湾の「四大族

群」は，台湾島に居住している期間が異なり，特

に「外省人」に関しては第二次世界大戦後以降の

非常に短い歴史しか有していない。そのため，こ

の概念では共通の歴史記憶を形成することができ

ず共同体意識を醸成することが難しい。そのため，

「四大族群」のうち「閩南人」「客家人」「外省人」

はさらに上位概念である「漢人」として包摂する

ことで，共通の歴史記憶の形成を図ろうとしてい

るのではないかと考えられる。 
以上をまとめると，中国･台湾ともに，歴史教科

書における統合概念は，それぞれの社会一般で使

用されているそれよりもさらに包括的なものとし

て記述されていると言える。 
 

おわりに 

 
以上本論で，台湾と中国の歴史教科書を対象と

して，統合概念としての「台湾人」「中国人」と「漢

族」との関係を明らかにしてきた。本論で明らか

にしたことは以下の 3 点である。 
第一に，台湾の歴史教科書では，「漢人」と「漢

族」を使い分けていることが明らかとなった。一

般に用いられる「漢族」は，中国大陸の「漢族」

を指し，台湾の「漢族」は「漢人」と称している。 
第二に，中国･台湾の教科書ともに，マジョリテ

ィたる「漢族」に関する記述を多くしない，ある

いは強調しないことによって統合を測ろうとして

いることが明らかとなった。これは，中国でいえ

ば多くの文献で「中国は多民族国家であり，総人

口の絶対多数を占める漢族のほか，・・・など 55
の少数民族が・・・」のような文章を頻繁に目に

するのとは対照的である。つまり，中国の教科書

では，あえて「漢族」を使用しないことで，「中国

人」「中国人民」「中華民族」とは，「漢族」と「少

数民族」とが対等に構成され，少なくとも「漢族」

中心を意味しないことを示していると言える。台

湾においても，「漢人」は原住民よりも新しく 400
年前からの「移住」者であることを強調していた。

「漢人」は人口比から確かに台湾の主流ではある

が，そのなかでの原住民への配慮があると考えら

れる。さらに現在では「漢人」よりも「台湾人」

を多用し，「漢人」と「原住民」で構成される「台

湾人」を強調していることが明らかとなった。 
第三に，一般に科目としての歴史は，学習者が

同じ歴史を共有してきたことを認識し，その意味

で国民形成にとって重要な教科であり，共通の歴

史を想像させることが歴史教育の最も重要な意義

の一つであると言える。台湾では一般に，歴史教
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科書に見られる「漢人」よりも，「客家人」，「閩南

人」，「外省人」といった，「漢人」のさらに下位概

念が使用されてもいる。こうした語が歴史教科書

で登場しないのは，それぞれの歴史的背景に鑑み

れば，そうした記述では共同体としての一体感を

醸成することが難しいため，あえて歴史教科書の

なかでは「四大族群」を使用せず「漢人」と記述

していると考えられる。この点は今後の検討課題

としたい。 
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